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【背景】 

Gd-EOB-DTPA 造 影 MRI の 肝 細 胞 相

(EOB-MRI-20min)においてMRIの撮影時間短縮が

可能であれば、患者の不快感や対費用効果、動きに

よるartifact、再現性の改善が期待される。そこで、

Parallel imaging(PI)とCompressed sensing(CS)の技術

により、データ収集数を減らし、従来のMRIより早い撮

影が可能となり、この二つを組み合わせることで、さら

に撮影時間を短縮できる。しかし、Acceleration 

factor (PI: ARC factor, CS: CS factor)が高値であるほ

ど 撮 影 時 間 は 短 縮 可 能 だ が 、 デ ー タ の

undersamplingによる画像のノイズが従来の画像より

増加する。 

【目的】 

PIとCS併用時に、種々のCS factorを用いて撮像し

たEOB-MRI-20minの画像について画質やコントラス

トを比較検討した。 

【方法】 

1. コントラスト評価 

それぞれの画像に関して、肝臓(左葉、右葉)、

脾臓(2カ所)、門脈、皮下脂肪(左右)で信号強度

(SI)を計測し、それぞれのROIを用いて、肝臓-脾

臓コントラスト比(L/S ratio)、肝臓-門脈コントラス

ト比(L/P ratio)、肝臓-脂肪コントラスト比(L/F 

ratio)を算出した。 

2. 視覚評価 

1人の放射線科医がそれぞれの画像について、

脂肪抑制(FSQ)、artifact(Ar)、画質(IQ)、肝臓の

鮮鋭度(Sh-L)を４段階評価した。 

【結果】 

1. コントラスト評価 

L/S ratio、 L/P ratio、 L/F ratioの値は、いず

れの画像でも有意差は認めなかった。 

2. 視覚評価 

artifactはLAVA-CS 2.5でNormalと比べ有意に

増加 した 。 ま た 、 LAVA-CS 2.5 と 比べ 、 

Normal , LAVA-CS 1.4 , 1.6の画像では高くなっ

た。 

画質はLAVA-CS 2.5でほかの画像に比べ低く

なった。 

脂肪抑制はNormalでLAVA-CS画像に比べ有

意に高い値となった。 

鮮鋭度はいずれの画像も有意差は認めなかっ

た。 

【考察】 

 PI と CS を併用時、 CS factor 2.0 未満では従来

画像と比べ画質低下を抑えて撮影時間を短縮するこ

とが出来きた。これは、ノイズや aliasing artifact の増

加と motion artifact の軽減とでバランスが取れたた

めに, 目立った画質の低下やartifact の増加が生じ

なかったためと推測される。 

Fig1 . (a)LAVA-CS 2.0、(b)LAVA-CS 2.5, (C)Normal 

 

【結論】 

PI と CSを併用した EOB-MRI 20 min の撮像に

おいてCS factor 2.0 未満を用いた場合に、従来画

像と比べ画質の低下を抑えると共に,、撮影時間の短

縮が可能となった。 
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